
                                                             

日高管内学力向上推進会議 
平成 30年度 全国学力・学習状況調査 

【ひだかプラン】 
 

小学校 

１ 出題の趣旨  
春休みの出来事について書いた文章を、それぞれの文の中での語句の役割や、語句相互の関係に 
気を付けて読み返す場面を設定しています。「反省点は」と「用具の手入れをあまりしませんでし 

た」とが照応していないことに気付き、文の意味を明確に伝えるために、正しく書き直すことを求 
めています。   

 

２ 学習指導要領における領域・内容 

〔第３学年及び第４学年〕  
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

   (1) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 
(ｷ)  修飾と被修飾との関係など、文の構成について初歩的 
な理解をもつこと。 

平成27年度全国学力・学習
状況調査小学校国語A（２一）
において、文の主語として適
切なものを選択する問題が
出題されています。 

（全国正答率 53.4％） 

 
国語A ５  書いた文章を読み直す（春休みの出来事）  

    
第１学年～第６学年において系統性のある学習指導が大切です。 

 
【第１学年・第２学年】 

主語と述語とが照応してい

ない文を提示し、述語との関

係を考えながら主語を補った

り、置き換えたりするなど、

主語と述語を照応させる。 

   

【第３学年・第４学年】 

主述が整った複数の文を提

示し、述語を、物の名前を表

す語句（「何だ」）や動きを表

す語句（「どうした」）、様子を

表す語句（「どんなだ」）の三

つに類別させる。 

   

【第５学年・第６学年】 

 文の中での語句の係り方や

照応の仕方に気付き、いろい

ろな文の構成があることにつ

いて理解することができるよ

うにする。 

   

系統性のある学習指

導の一例です。当該児

童について、下学年に

おいて、どのような学

習指導が行われたのか

を十分に把握し、学び

の連続性を意識させる

ことが大切です。 
 【文の中における主語と述語との関係を理解するために】 

  

    ＜学習指導例＞ 

○ 例文の中から主語と述語とを区別して取り出し、主語は 

「何は（が）」「誰は（が）」などという言葉があてはまるこ 

と、述語は、動き（「どうした」）や様子（「どんなだ」）、性 

質（「何だ」）を表す言葉であることを指導する。 

◆こんな工夫が考えられます◆ 

 

  区別したことが視覚的に捉 

えやすいカードやワークシー 

トを活用する。 

 

 グループやペアで理由を添 

えて説明し合う場を設ける。 

 

～解答に課題の見られた問題について～ 

 



          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

                          

 
国語B ２  献立を推薦する文章を書く（「かみかみあえ」）  

設問二 星野さんは、「かみかみあえ」のむし歯を防ぐ効果に着目して【おすすめする文章】の 

  を書くことにしました。そこで以前メモしていた【保健室の先生の話から分かったこと】を取り入 

れてくわしく書こうとしています。     に入る内容を、あとの条件に合わせて書きましょう。 

＜条件＞ 

  ○ 【紹介する文章】と【保健室の先生の話から分かったこと】から言葉や文を取り上げて書くこと。 

  ○ 【おすすめする文章】にふさわしい言葉を用いて書くこと。 

  ○ 書き出しの言葉に続けて、50字以上、80字以内にまとめて書くこと。なお、書き出しの言葉を字 

数にふくむ。 

１ 出題の趣旨   
給食の献立を取り上げ、各家庭でメニューの一つに加えてもらうために、推薦する文章を書く場 
面や目的や意図に応じて、内容を詳しく書く場面を設定しています。推薦する理由として、【紹介 

する文章】と【保健室の先生の話から分かったこと】から適切な内容を取り上げて、相手に伝わる 

ように詳しく書くことを求めています。    
 

２ 学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年及び第６学年〕  
B 書くこと 

   ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目 
的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりす 
ること。 

平成29年度全国学力・学習状況調査小
学校国語B（２三）において、目的や意図
に応じ、必要な内容を整理して書くこと
ができるかどうかをみる問題が出題さ
れています。 

（全国正答率33.2％）     
子どもたちが、読み手に自分の考えが伝わるような文章を書くために
は、目的や意図に応じ、取材した情報から必要な内容を整理する学習指
導が大切です。  

  

 【自分の考えを明確に伝える児童の育成を目指して】 

  

   

  ＜学習指導例＞ 

○ 取材等を通じて収集した事柄を整理 

し、情報と情報との共通点や相違点に着 

目してまとめたり、見出しを付けたりす 

るよう指導する。 

○ まとめて見出しを付けた事例を基に、 

理由を取り上げて簡単に書くことができ 

るよう指導する。 

◆こんな工夫が考えられます◆ 

 

新聞やリーフレットなど文 

章の種類や特徴を踏まえ、簡単 

に書くこと、詳しく書くことに 

ついて、目的や意図に応じて、 

どちらが読み手に分かりやす 

く伝えることができるかを判 

断させる。 

 

このような学習活動を、国語 

科のみならず、各教科等におい 

ても、意図的、計画的に設定 

する。 


